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１． 概要 

本機は、指定されたラウドネスターゲットレベルにラウドネス値を近づける為、自動的にレベル制御を行

なう機器です。 

 

異なる特徴を持った５つの動作モードにより、目的にあったレベル制御が行なえます。 

 

「ＳＭＡＲＴ」モード：  計測しているラウドネス値と、現在入力されている音声レベルを基に、リアル

タイムでレベル制御を行なうモードです。 音声ニュアンス（レンジ）を維持し

つつ、自然な制御を行ないます。 

 

「ＴＡＬＫ」モード：  報道番組など、暗騒音が少ない状況に適したモードです。 音声がある場合

はレベル制御を行なわず、「言葉の間」を検知し、その間にリアルタイムでレ

ベル制御を行ないます。 

 

「ＳＨＩＦＴ」モード： 一度全編を再生して得られた計測結果からレベルシフトを行なうモードです。 

２回目の再生で固定したレベルにてシフトを行なうため、音声ニュアンスは    

維持され、レベルのみ調整されます。 ＣＭなどの短尺ものに有効です。 

 

「ＣＩＮＥＭＡ」モード： 大きな音の部分でリアルタイムでレベル制御を行ない、小さい音の部分で

レベルを戻す制御を行ないます。映画などダイナミックレンジの大きい素材

でダイナミックレンジを抑えたい場合に適しています。 

 

「ＰＲＥＳＳ」モード： 大きな音の部分を瞬間的に検知し、レベル制御を行ないます。 リミッター

に近い動作となりますが、アタック／リリースタイムが柔軟に調整可能で、

従来のリミッターとは違った感覚での制御が可能です。 

 

 

レベル制御は、｢ＴＡＲＧＥＴ｣、｢ＳＣＡＬＥ｣、｢ＷＡＩＴ｣、｢ＲＥＦ｣、｢ＴＲＩＭ｣、「ＣＴＲＬ ＵＰ／ＤＯＷＮ」、 

「ＡＴＣＫ／ＲＥＬ」、「ＴＰ」の要素で構成されています。 

設定値の組み合わせにより、多様な環境に適したレベル制御が可能です。 

※それぞれの設定に関する詳細は１６ページ、⑥．「ＬＯＵＤ ＣＴＲＬ」を参照してください。 

 

動作は、通常考えられるコンプレッサ／リミッタによる音声抑圧方式とは違い、現状のラウドネス値と、現

在入力されている音声レベルを元に、自然なレベル制御にて、ターゲットラウドネス値に導く動作を行な

います。 

 

ＧＰＩによる外部制御やメモリーリコールが可能で、弊社ＬＭ－０６の周辺機器も接続可能です。 
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２． 仕様 

①． デジタル入力回路 

系統数  ： ＡＥＳ－３ｉｄ ４系統 

サンプリング周波数  ： ４８ｋＨｚ ±１００ｐｐｍ （マスターシンクソースに選択時） 

  ３２ｋ～９６ｋＨｚ （マスターシンクソースに選択時以外） 

最大／最小入力電圧 ： 最大レベル ７Ｖｐ－ｐ、 最小レベル ３２０ｍｍＶｐ－ｐ 

コネクタ－    ： ＢＮＣ 

 
②． デジタル出力回路 

系統数     ： ＡＥＳ－３ｉｄ ８系統 

 （ＣＯＮＴＲＯＬ ＯＵＴ ４系統、ＭＡＴＲＩＸ ＯＵＴ ４系統） 

コネクタ－     ： ＢＮＣ 

 
③． ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ入力回路 

SDI 入力信号 ： ＳＭＰＴＥ ２９２Ｍ／２５９Ｍ－Ｃ 

エンベデッドオーディオ ： ＳＭＰＴＥ ２９９Ｍ／２７２Ｍ 

分解能 ： ２４ｂｉｔ／２０ｂｉｔ 

サンプリング周波数 ： ４８ｋＨｚ 

系統数 ： アンバランス １系統 

入力電圧 ： ８００ｍＶp-p ±１０％ 

入力インピーダンス ： ７５Ω 

コネクタ－  ： ＢＮＣ 

 

④． ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩスルー出力回路 

出力信号     ： リクロック アクティブスルー出力 

系統数     ： アンバランス ２系統 

出力電圧    ： ８００ｍＶp-p N±１０％ 

出力インピーダンス ： ７５Ω 

コネクタ－    ： ＢＮＣ 

 

⑤． ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ出力回路 

出力信号 ： ＳＭＰＴＥ ２９２Ｍ／２５９Ｍ－Ｃ 

エンベデッドオーディオ ： ＳＭＰＴＥ ２９９Ｍ／２７２Ｍ 

分解能 ： ２４ｂｉｔ 

サンプリング周波数 ： ４８ｋＨｚ 

系統数     ： アンバランス ２系統 

出力電圧 ： ８００ｍＶp-p ±１０％ 

出力インピーダンス ： ７５Ω 

コネクタ－ ： ＢＮＣ 
 

⑥． ＬＴＣ入力回路 

規格／系統数     ： ＳＭＰＴＥ－１２Ｍ 準拠 １系統 

最大／最小入力電圧 ： 最大レベル ７Ｖｐ－ｐ、 最小レベル ５００ｍＶｐ－ｐ 

入力インピーダンス ： １ｋΩ 

コネクター      ： ＢＮＣ 
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⑦． リモートコントロール回路 

コントロール方式 ： ＲＳ－４２２準拠シリアルコントロール ２系統 

コネクター       ： Ｄサブ ９ピン メス座 （勘合固定台：Ｍ２．６ミリネジ） 

ピンアサイン     ：  

Pin No. 信号名 Pin No. 信号名 

1 フレームＧＮＤ 6 信号ＧＮＤ 

2 受信－ 7 受信＋ 

3 送信＋ 8 送信－ 

4 信号 GND 9 フレームＧＮＤ 

5 ファクトリーモード   

※ ５ｐｉｎは、未接続にて使用してください。 

 
⑧． ＧＰＩＯ入出力回路 

ＧＰＩ入力系統数 ： １２系統 （フォトカプラ入力） 

ＧＰＯ出力 （ＬＥＤ出力） ： ダイナミックスキャン出力 

コネクター      ： D サブ ２５ピン メス座 （勘合固定台：Ｍ２．６ミリネジ） 

ピンアサイン ： 

PIN No. 信号名 / 機能 PIN No. 信号名 / 機能 

1 グランド 14 GPI-1： MEM-1 リコール 

2 GPI-2： MEM-2 リコール 15 GPI-3： MEM-3 リコール 

3 GPI-4： MEM-4 リコール 16 グランド 

4 GPI-5： MEM-5 リコール 17 GPI-6： MEM-6 リコール 

5 GPI-7： MEM-7 リコール 18 GPI-8： MEM-8 リコール 

6 グランド 19 GPI-9： START/STOP 

7 GPI-10： PAUSE 20 GPI-11： RESET 

8 GPI-12： CTRL 21 グランド 

9 LED-1： LED データ 1 22 LED-2： LED データ 2 

10 LED-3： LED データ 3 23 LED-4： LED データ 4 

11 グランド 24 LED-5： LED SEG 1 

12 LED-6： LED SEG 2 25 LED-7： LED SEG 3 

13 未接続   

※ GPI 入力は、グランドと短絡する事で機能選択されます。 短絡抵抗値は 10Ω以下

として下さい。 

 ※ ＧＰＩ-９：START/STOP は ONAIR タリー（これに準ずる接点タリー）連動可能です。 

 ※ MEM1～8 は、接点メイクのエッジ（パルス）にてリコール可能です。 

 

 
⑨． 電源部、その他 

電源系統数 ： １系統 

電源電圧       ： ＡＣ１００～２４０Ｖ、５０／６０Ｈｚ （海外安全規格は取得しておりませ

ん） 

コネクター     ： ３P  AC インレット 

消費電力      ： ８W 

外形寸法 ： ２７０（Ｗ）×４４（Ｈ）×２５０（Ｄ） （突起物を含まず） 

重 量    ： ２．５kg （電源ケーブルを含まず） 

動作温度湿度範囲 ： ５～４０℃、４０～８５％ (但し、結露なきこと) 
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ラウドネス計測性能 

 

最大計測時間 

インテクレーテッド ラウドネス ： 無制限 （最悪理論値＝約１３．６年） 

  （ラップタイムは、９９時間５９分５９．９秒で折り返し） 

オーバーライトモード計測  ： ４時間 

リングバッファモード計測 ： ２時間 

 

計測更新時間 （画面表示処理での遅延含まず） 

モーメンタリー ： ４ｍｓ 

ショートターム ： ４ｍｓ 

 

インテグレーテッド ラウドネス ： 

リングバッファモード ： 

オーバーライトモード ： ７５％オーバーラップ時 ＝ １３０ｍｓ以下 

５０％オーバーラップ時 ＝ ２３０ｍｓ以下 

０％オーバーラップ時 ＝ ４３０ｍｓ以下 

 



FourBit          LC-88  Ver 2.1ｘ 

 

 

－7－                     株式会社フォービット 

３． 各部の名称と機能 

フロント側 

 

 

 

 

 

 

 

①．  「ＭＯＤＥ ＰＴＮ－Ａ／Ｂ／Ｃ」スイッチ 

 １秒間の長押しにて、ＬＯＵＤ ＣＴＲＬのメモリ呼び出しを行います。 

 ＰＴＮ－Ａ～Ｃの３系統が利用できます。 

 

②． 「ＤＩＳＰＬＡＹ」ロータリースイッチ／「ＣＴＲＬ」スイッチ／「ＳＴＡＴＵＳ」ＬＥＤ 

ラウドネス計測でのメーター表示モードの設定／変更や入出力信号状態の表示を行ないま

す。 

「ＤＩＳＰＬＡＹ」ロータリースイッチ ： メーター表示モードを選択 

「ＣＴＲＬ」スイッチ ： ラウドネスコントロールＯＮ／ＰＡＵＳＥ／ＯＦＦ切り

替え 

ＯＮ ＝ ＬＥＤ点灯し、レベル制御が有効となります。 

ＰＡＵＳＥ ＝ ＬＥＤ点滅し、レベル制御が一時停止となります。 

ＯＦＦ ＝ ＬＥＤ消灯し、レベル制御が初期値に戻ります。 

※ 本スイッチのＯＮするたびに、ＯＮ／ＰＡＵＳＥが切換ります。 

※ ＯＦＦモードへの移行は、本スイッチを１秒以上長押しします。 

「 ＳＴＡＴＵＳ 」 ＬＥＤ ： 音声信号の入力状態表示 

 緑点灯 ＝ 正常入力 

 赤点灯 ＝ 入力信号エラー 

 

③． 「ＩＮＴＥＧＲＡＴＥＤ ＳＴＡＲＴ／ＲＥＳＥＴ」スイッチ 

ラウドネス計測のＳＴＡＲＴ／ＰＡＵＳＥ／ＲＥＳＥＴ操作を行ないます。 

「ＳＴＡＲＴ」スイッチ ： ラウドネス計測を開始（ＳＴＡＲＴ）します。 ラウドネス計測中

（ＳＴＡＲＴ点灯中）に再度押すことにより、一時停止（ＰＡＵＳＥ）

となります。 

「ＲＥＳＥＴ」スイッチ ：  １秒間の長押しにて、リセット動作を行ないます。 

 

④． 「ＬＯＣＫ」ＬＥＤ 

本機の音声同期状態を表示します。 

緑点灯 ： 入力信号で正常にロックしている。 

赤点灯 ： 入力信号でアンロックしている（同期外れ状態）。 

橙点灯 ： インターナルクロック動作している。 

 

⑤． 表示用ディスプレイ 

ラウドネス計測のメーター表示や、設定画面を表示します。 

 

5 2 

4 

6 1 

3 7 
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⑥． ＳＥＴＵＰ 「 ＥＳＣ 」スイッチ／エンコーダー（プッシュオンスイッチ付き） 

本機の各種設定を行ないます。 エンコーダーのスイッチを押すことにより、ＭＥＮＵ選択画面

が表示され、設定項目を選択し、設定値のセットを行ないます。以下にファンクション設定の

基本的な流れを示します。 

≪ノブを押す → メニュー選択画面（項目が点滅） → ノブを回して設定項目選択 → ノブを押

す → 項目のデータセット画面 → ノブを回して選択 → ノブを押す → 設定データが点滅 → 

ノブを回してデータを選択、設定 → ノブを押してデータセット → 「ＥＳＣ」スイッチ押して戻り ≫ 

 
 

※ 特別な機能 ： 本スイッチは下記の特別な機能があります。 

■ 強制イニシャライズ（初期化） ： 「ＲＥＳＥＴ」＋「ＥＳＣ」スイッチを押下しながら電源起動 

■ ＳＥＴＵＰ ＬＯＣＫ解除 ： 「ＲＥＳＥＴ」スイッチを押下しながら電源起動 
 

 

⑦． [ＭＥＭＯＲＹ] コネクタ 

USB メモリを接続する為のコネクタです。 

※重要： USB メモリ以外の機器を接続した場合、本機破損や、接続した 

USB 機器の破損につながる恐れがあります。 

使用する USB メモリは４GB 以下で、FAT３２でフォーマットされているものを使用し

てください。 
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リア側 

 

 

 

 

 

 

⑧． ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ 「ＩＮＰＵＴ」／「ＴＨＲＵ」／「ＯＵＴＰＵＴ１／２」コネクタ 

ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ入出力、及び、スルー出力コネクタです。 スルー出力は、リクロックアクティブ出

力になります。 ＳＤＩにエンベデッドされた音声信号のラウドネス計測や、アンシラリタイムコード（Ｌ

ＴＣ／ＶＩＴＣ）を利用した計測が可能です。 

 

⑨． 「ＤＩＧＩＴＡＬ ＩＮＰＵＴ」１／２～７／８ コネクタ 

ラウドネス計測を行なうＡＥＳ（デジタル音声）入力コネクタです。 

 

⑩． 「ＭＡＴＲＩＸ ＤＩＧＩＴＡＬ ＯＵＴＰＵＴ」１／２～７／８ コネクタ 

VU ドライブ出力が可能なＡＥＳ（デジタル音声）出力コネクタです。 

 

⑪． 「ＣＯＮＴＲＯＬＥＤ ＤＩＧＩＴＡＬ ＯＵＴＰＵＴ」１／２～７／８ コネクタ 

ＡＥＳ（デジタル音声）出力コネクタです。 

 

⑫． 「ＬＴＣ」（タイムコード）入力コネクタ 

ＬＴＣ入力により、タイムコードによるラウドネス計測のＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰや、オーバーライトモードで

の計測を行なうことが可能です。 

 

⑬． 「ＧＰＩＯ」コネクタ （接点入力／ＬＥＤ出力） 

接点入力により、設定メモリーを利用した各音声モードの呼び出しや、ラウドネス計測のスタート／

ストップ等の外部制御を行なうことが可能です。（弊社、ＬＳ－０８／ＬＳ－０４との接続） 

 ＬＥＤ出力は、ダイナミックスキャン用ドライブ出力となっており、接続先での動作状態表示可能で

す。 

 

⑭． 「ＲＥＭＯＴＥ」コネクタ 

ラウドネスコントロールボックス「ＬＣＦ－０１」を接続し、本機を外部制御します。 

弊社ラウドネスロガーアプリケーション「ＰＣＬ－０２」を使用することにより、パソコンを用いたラウド

ネスログ計測を行なうことが可能です。 また、ディスプレイボックス「ＬＤ－０１」を接続し、外部での

ラウドネス値表示を行なうことが可能です。 

※ 特殊ケーブルにて、本機のファームウェアをアップデートすることができます。 

 

⑮． 「ＰＯＷＥＲ」スイッチ／「ＰＯＷＥＲ ＩＮ」コネクタ 

電源スイッチと、ＡＣ電源入力コネクタです。 

10 13 

12 

8 15 

14 9 11 
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４． メーター表示モード 

下図は、各メーターモードで常に表示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 音声モード ： 計測している音声モードを表示 

ＳＴ＊＊ ＝ ステレオ （「＊＊」は、チャンネル） 

ＭＮ－＊ ＝ モノラル （「＊」は、チャンネル） 

ＳＵＲＲ ＝ サラウンド 

ＤＭＩＸ ＝ ダウンミックス 

※ ラウドネスコントロール動作している場合、反転表示し、コントロールポーズ時は反転

点滅表示します。 

 

 ＴＣ時間 ： 入力選択されているタイムコード時間を表示 

「ＬＴＣ」 ＝ ＬＴＣ入力コネクタからのＬＴＣ時間 

「ＳＤＩ」 ＝ ＳＤＩ アンシラリィ ＬＴＣ時間 

「ＶＴＣ」 ＝ ＳＤＩ アンシラリィ ＶＩＴＣ時間 

※ タイムコード入力され認識されている場合、反転表示される。 

 

 計測状態 ： ラウドネス計測状態を表示 

反転表示 ＝ ラウドネス計測中 

点滅表示 ＝ 計測一時停止中 

通常表示 ＝ 計測待機状態 

 

 トゥルーピーク値 ： 最大トゥルーピーク値を保持表示 

点灯表示 ＝ 設定範囲内 

点滅表示 ＝ 設定値オーバー 

 

 ラウドネス値 ： ラウドネス計測値 

通常表示 ＝ インテグレーテッド ラウドネス値表示 

   表示 ＝ リングバッファ ラウドネス値表示 

   表示 ＝ オーバーライトモード表示 

 

 

 

 

 

 

 ゲインリダクション ： レベル制御の状態をメーターで表示 

 

 

 

   インテグレーテッド表示   リングバッファ表示    オーバーライトモード表示 

計測状態 

トゥルーピーク値 

ラウドネス値 

計測時間 

音声モード ゲインリダクション ＴＣ時間 
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 計測時間 ： 各計測動作モードでの計測時間表示 

「ＬＡＰ：」 ＝ インテグレーテッド計測での積算計測時間。 ９９時間台は点滅。 

１００時間に達した場合、本計測時間は0時にクリアされ、積算を継続します。 

「ＲＮＧ：」 ＝ リングバッファモードでの積算計測時間。 リングバッファ時間を越えると点

滅。 

「ＰＯＳ：」 ＝ オーバーライトモードでの計測位置時刻。 

 

①． 「ＩＮＰＵＴ」表示モード 

 

各チャンネルの入力信号のレベルを表示します。 

 

各入力チャンネルのトゥルーピークが監視され、 

オーバーした場合は、右端の「ＴＰ」列に「■」マー

クが表示されます。 

 

②． 「ＬＯＵＤ」モード 

モーメンタリー（Ｍ）／ショートターム（Ｓ）での表示

を行ないます。 

 

③． 「ＨＩＳＴ」モード 

４００ｍｓブロックでの音声レベルデータをヒストグラム（レベル分布）にて表示します。 

 

 

 

 

 

④． 「ＯＵＴＰＵＴ」モード 

ＭＡＴＲＩＸ／ＣＯＮＴＲＯＬ出力信号をメーター表示します。 

 

 

 

 

 

 

⑤． 「ＳＴＡＴＵＳ」モード 

本機への入力信号状態やＳＤＩ情報などを表示します。 

 

 

 

 

 

 ＩＮ １－４ ： 入力信号の状態を「○／×」表示します。 

 

 ＧＰＩ 1－12 ： ＧＰＩ入力状態を「○＝メイク」、「×＝ブレイク」表示します。 

 

 ＲＥＭＯＴＥ ： シリアル送受信コマンド状態を０～２５５の範囲でカウント表示します。 

 

 ＴＣ ＮＧ ： タイムコードのエラーをカウント表示します。 
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 ＦＯＲＭＡＴ ： ＳＤＩ入力フォーマットを表示します。 

 

 ＡＧＲＰ１－４ ： ＳＤＩにエンベデッドされているオーディオグループの有無を表示しま

す。  

○＝オーディオデータあり 

×＝オーディオデータなし 

 

 １／２－７／８ ： ＭＥＮＵ 「ＳＤＩ ＩＮＰＵＴ」の「ＡＵＤＩＯ ＧＲＰ」で選択された１／２ｃｈ、３

／４ｃｈ、５／６ｃｈ、７／８ｃｈ音声入力状態を「○／×」表示します。 

 

 ＡＥＲＲ ： ＳＤＩ入力でのオーディオ系エラー表示を行ないます。 

左より ： 「○＝正常」、「×＝エラー」 

ＨＤ－ＳＤＩの場合 ：  

同期選択している位相データ 

１－４ｃｈ 位相データ 

５－８ｃｈ 位相データ 

１－４ｃｈ オーディオパケット データブロックナンバー 

５－８ｃｈ オーディオパケット データブロックナンバー 

１－４ｃｈ 誤り訂正コード 

５－８ｃｈ 誤り訂正コード 

ＳＤ－ＳＤＩの場合 ：  

チェックサム 

１－４ｃｈ コントロールパケット データブロックナンバー 

５－８ｃｈ コントロールパケット データブロックナンバー 

１－４ｃｈ 拡張パケット データブロックナンバー 

５－８ｃｈ 拡張パケット データブロックナンバー 

１－４ｃｈ オーディオパケット データブロックナンバー 

５－８ｃｈ オーディオパケット データブロックナンバー 

 

 ＶＥＲＲ ： ＳＤＩ入力での映像系エラー表示を行ないます。 

左より ： 「○＝正常」、「×＝エラー」 

色度チェックサム、 輝度チェックサム、 色度ＣＲＣ、 

輝度ＣＲＣ、 ラインナンバー、 ＳＡＶ、 ＥＡＶ 
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５． ラウドネスコントロール ステータス 

 

 

 

 

 

 

ＳＥＴ ＵＰスイッチを押しながら、ＣＴＲＬスイッチを押すことでラウドネスコントロールのステータス

画面が表示されます。 

 

ＲＩＮＧ ＝ リングバッファ値 

ＩＮＴＥＧ ＝ インテグレーテッド値 

ＷＩＮ ＝ 指定された時間枠の参照レベル 

ＭＡＸ  ＝ レベル制御の上限値 

ＭＩＮ ＝ レベル制御の下限値 

ＣＴＲＬ ＝ 入力信号に対する制御値 
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６． セットアップ ファンクション 

エンコーダーをプッシュすることにより、セットアップファンクションが表示され、各ＭＥＮＵに従って、設定

を行なうことが可能になります。 但し、ラウドネス計測状態が「ＳＴＡＲＴ」または、「ＰＡＵＳＥ」状態の場合、

特定の設定が操作禁止になります。 

 

「ＥＳＣ」 スイッチ ：  エディット操作で、設定をキャンセルする場合や、ＭＥＮＵから抜

ける場合にＯＮします。 エディット表示されている値と保存され

ている値が違う場合、照光スイッチが点灯します。 

 

「エンコーダー」 ：  設定値変更更新や、エディット項目移動に使用します。 プッシュ

することにより、値の更新確定や移動項目確定されます。 

 

 セットアップ操作の基本的な流れを示します。 

 エンコーダーを回して設定ＭＥＮＵにカーソルを移動 → エンコーダーのノブを押す → 

 エンコーダーを回してデータ設定項目にカーソルを移動 → エンコーダーのノブを押す 

 ( 設定 データが点滅 ) →  エンコーダーを回してデータを選択 → エンコーダーのノブ 

 を押す ( データセット完了 )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示・計測関係 制御・通信関係 入出力関係･ログ 
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①． 「ＩＮ／ＴＣ／ＳＤＩ」 ： 入力信号（ＡＥＳ／ＳＤＩ）選択と ＳＤＩ入力諸設定 

 

 ＩＮＰＵＴ ＳＥＬ ： 入力信号（ＡＥＳ／ＳＤＩ）の選択を行ないます。 

ＤＩＧＩＴＡＬ ＝ ＡＥＳ入力 

ＳＤＩ ＝ ＳＤＩ音声入力 

 

 ＴＣ ＳＥＬＥＣＴ ： 本機で使用するタイムコード

入力設定を行ないます。 

ＬＴＣ ＩＮ ＝ ＬＴＣコネクタから入力されたタイムコードを使用 

ＳＤＩ ＬＴＣ ＝ ＳＤＩアンシラリィ ＬＴＣタイムコードを使用 

ＳＤＩ ＶＩＴＣ ＝ ＳＤＩアンシラリィ ＶＩＴＣタイムコードを使用 

 

 ＴＣ ＲＡＴＥ ： タイムコードレート設定を行ないます。 

選択 ＝ ２３，９８Ｆ、２４Ｆ、２５Ｆ、２９，９７ＤＦ、２９，９７ＮＤ、３０Ｆ 

※タイムコードレートは、オーバーライトモード計測では重要な設定となります。 

 

 ＳＤＩ ＳＹＮＣ ： ＳＤＩの音声同期信号を選択します。 

ＥＭＢ１－４ ＝ ＳＤＩ 音声１－４ｃｈ選択されたオーディオパケット位相データ（推

奨） 

ＥＭＢ５－８ ＝ ＳＤＩ 音声５－８ｃｈ選択されたオーディオパケット位相データ 

ＶＩＤＥＯ ＝ ＳＤＩ 映像信号 

※ 「ＶＩＤＥＯ」選択した場合、ＳＤＩ信号切換えによって正常にディマルチが行な

えない場合があります。 

 

 ＴＣ ＣＨＥＣＫ  ：タイムコードの連続性確認を行なうフレーム数を設定します。 

０ｆｒｍ ＝ 連続性確認を行なわない 

１～２５０ｆｒｍ ＝ 設定フレーム数で連続性確認を行ないます 

 

 ＡＵＤＩＯ ＩＮ／ＯＵＴ ： 入出力を行なうオーディオグループを選択します。 

選択 ＝ ＧＲＰ１／２、ＧＲＰ１／３、ＧＲＰ１／４、ＧＲＰ２／３、ＧＲＰ２／４、ＧＲＰ３／４ 

※ 各オーディオグループは、４ｃｈ分の音声データがあります 

 

②． 「ＤＯＷＮＭＩＸ」 ： ５．１サラウンドのダウンミックス係数設定／バスアサイン設定 

※ 弊社機器では、ＡＲＩＢ規格でのＬｔ／ＲｔはＬｍ／Ｒｍにて表記しております。 

 

 ＤＯＷＮＭＩＸ Ｌｍ／Ｒｍ ： ダウンミックスのトータルレベルを設定します。 

 ＤＯＷＮＭＩＸ Ｃ ： ダウンミックスのセンターチャンネルレベルを設定します。 

 ＤＯＷＮＭＩＸ Ｌｓ／Ｒｓ ： ダウンミックスのリアチャンネルレベルを設定します。 

 ＤＯＷＮＭＩＸ ＬＦＥ ： ダウンミックスのＬＦＥレベルを設定します。 

設定 ＝ ＋１２．０ｄB～－６０．０ｄＢ／ＭＵＴＥ 

 

 ＢＵＳ ＡＳＳＩＧＮ Ｌ／Ｃ／Ｒ／Ｌｓ／ＬＦＥ／Ｒｓ ： ダウンミックスのバスアサインを設定しま

す。 

設定 ＝ ＯＦＦ／ＩＮ－１～ＩＮ－８ 
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③． 「ＯＵＴＰＵＴ」 ： ＯＵＴＰＵＴのバスアサイン設定 

 

 ＣＯＮＴＲＯＬ ＯＵＴＰＵＴ ： 出力ソースを選択

します 

ＯＦＦ ＝ ＭＵＴＥレベル出力  

  （無音出力） 

ＩＮ １～８ ＝ ＩＮＰＵＴ１～８ｃｈを選択 

ＤＭ Ｌ／Ｒ ＝ 本機内部生成されたダウンミックスのＬｍ／Ｒｍを選択 

ＣＮＴ １～８ ＝ レベル制御後の１～８ｃｈを選択 

  ※ＣＮＴ １～８は、後述の ⑨．「ＬＯＵＤＮＥＳＳ ＭＡＴＲＩＸ」設定  

 ＢＵＳ １～８のレベル制御後に相当します。 

 例えば、ＢＵＳ７／８ （ ＬＯＵＤＮＥＳＳ－２ ）に ＩＮ３／４を 

 アサインした場合、希望する OUTPUT に ＩＮ３／４のレベル 

 制御後の信号を出力するには、ＣＮＴ７／８を設定します。 

ＯＳＣ ＝ １ｋＨｚ －２０ｄＢＦＳ／－１８ｄＢＦＳ サイン波出力 

  ※1kHz 出力レベルは⑫．「ＬＯＵＤＮＥＳＳ ＵＴＩＬＩＴＹ」のＶＵ ＲＥＦ 

   設定によります。 

 

 ＭＡＴＲＩＸ ＯＵＴＰＵＴ ： 上記のアサイン設定に加えて、以下のＶＵドライブ出力が選択 

  可能です。 

ＬＤ１Ｍ ＝ ＬＯＵＤＮＥＳＳ－１のモーメンタリー ＶＵメータドライブ出力 

ＬＤ１Ｓ ＝ ＬＯＵＤＮＥＳＳ－１のショートターム ＶＵメータドライブ出力 

ＬＤ１Ｉ ＝ ＬＯＵＤＮＥＳＳ－１のインテグレーテッド ＶＵメータドライブ出力 

ＬＤ１Ｒ ＝ ＬＯＵＤＮＥＳＳ－１のリングモード ＶＵメータドライブ出力 

ＬＤ１Ｃ ＝ ＬＯＵＤＮＥＳＳ－１のレベル制御 ＶＵメータドライブ出力 

ＬＤ２Ｍ ＝ ＬＯＵＤＮＥＳＳ－２のモーメンタリー ＶＵメータドライブ出力 

ＬＤ２Ｓ ＝ ＬＯＵＤＮＥＳＳ－２のショートターム ＶＵメータドライブ出力 

ＬＤ２Ｉ ＝ ＬＯＵＤＮＥＳＳ－２のインテグレーテッド ＶＵメータドライブ出力 

ＬＤ２Ｒ ＝ ＬＯＵＤＮＥＳＳ－２のリングモード ＶＵメータドライブ出力 

ＬＤ２Ｃ ＝ ＬＯＵＤＮＥＳＳ－２のレベル制御 ＶＵメータドライブ出力 

 

※ VU メータドライブ出力とは 

弊社独自のアルゴリズムで、ラウドネスの表示（モーメンタリー、ショートターム、インテグ 

レーテッド）を既存の VU メータで表示させるための出力信号です。 
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④． 「ＬＯＧ」 ： ラウドネス計測のイベントログ内容表示 

 

 表示のＲＥＳＥＴ ： エンコーダーを押すこと

により、画面左上に文字

が点滅表示し、ＥＸＥＣを

選択することで表示内容がリセットされます。 

（ＬＯＧ ＲＥＳＥＴをＲＥＳＥＴ ＳＷに設定している場合、ＲＥＳＥＴスイッチの

長押しで表示内容がリセットされます。） 

 

 ＬＡＰ ： 計測ラップ時間 

 ＬＴＣ ： タイムコード時間 

 ＳＴＡＴＵＳ ： イベント項目と、（ ）内は付加されるデータ 

ＳＴＡＲＴ ＝ ラウドネス計測開始 

ＰＡＵＳＥ ＝ ラウドネス計測一時停止 （ラウドネス値） 

ＳＴＯＰ ＝ ラウドネス計測停止 （ラウドネス値） 

ＲＥＳＥＴ ＝ リセット 

ＰＴＮ ＲＣＬ ＝ パターンリコール （パターンＡ－Ｈ） 

ＭＥＭ ＲＣＬ ＝ メモリーリコール （メモリー番号） 

ＲＩＮＧ ＝ リングバッファモード設定時間毎の値 （ラウドネス値） 

ＯＶＥＲ ＝ トゥルーピークオーバー （入力チャンネルと、トゥルーピーク値） 

ＩＮＨＩＢＩＴ ＝ オーバーライトモードでの計測許可 

 

 ＤＡＴＡ ： 状態 （ラウドネス値、トゥルーピーク値、メモリー番号） 

 

⑤． 「ＭＥＭＯＲＹ」 ： 本体の設定メモリ（ＭＥＭ－１～８、ＰＴＮ－Ａ～Ｈ）の呼出し／保存 

 

 ＭＥＭ ＲＥＣＡＬＬ ： 保存した設定の呼出し

を行ないます。 

 ＭＥＭ ＳＴＯＲＥ ： 現在の設定内容の保

存を行ないます。（ラウ

ドネスコントロール設定

以外の項目） 

 

 <<操作手順参考>> 

 エンコーダーを回して実行したい項目にカーソルを移動 → エンコーダーのノブを押す 

 ( - - - - - が点滅 ) → エンコーダーを回して MEM-１～８を選択 → エンコーダー

 のノブを押す( ＲＥＣＡＬＬ ｏｒ ＳＴＯＲの実行完了 )  

 

 ＣＯＮＴ ＲＥＣＡＬＬ ： ラウドネスコントロール設定の呼出しを行ないます。 

 ＣＯＮＴ ＳＴＯＲＥ ： ラウドネスコントロール設定の保存を行ないます。 

 

 ＵＳＢ ＢＡＣＫＵＰ ： 本機に接続したＵＳＢメモリに「ＭＥＭ」と「ＣＯＮＴ」の全メモリ内容を 

転送（ＳＡＶＥ）および読み込み（ＬＯＡＤ）を行ないます。 

・ ＳＡＶＥ ｏｒ ＬＯＡＤを選択しエンコーダーのノブを押して実行 

 

※ＲＥＣＡＬＬ／ＳＴＯＲＥ操作でメモリ番号を選択すると、現状メモリ設定されている音声モード 

／動作モードが表示されます。 
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⑥． 「ＬＯＵＤ ＣＴＲＬ」 ： ラウドネスコントロール諸設定 

 

 ＴＹＰＥ ： 番組タイプ（プリセット）選択 

   ジャンル   番組尺 

 ＤＲＡＭＡ   15 30 60 分 

 ＭＵＳＩＣ   30 60 分 

 ＮＥＷＳ   5 15 30 60 分 

ＳＰＯＲＴＳ   60 120 分 

ＶＡＲＩＥＴＹ   30 60 分 

ＣＩＮＥＭＡ    各 60 分 

ＡＤＶＥＲＴＩＳＥ 15 30 分 

ＣＭ    15 30 秒 

 

 ＭＯＤＥ ： ラウドネスコントロール制御モード選択 

 ＳＭＡＲＴ ＝ 一般的な番組全般に適したモード 

 ＴＡＬＫ  ＝ ニュースなど語り系番組に適したモード 

 ＳＨＩＦＴ ＝ レベルシフト モード 

ＣＩＮＥＭＡ ＝ 映画等のダイナミックレンジが広い番組に適したモード 

ＰＲＥＳＳ ＝ リミッターに近い制御で、CM や番宣など短尺番組に適したモード 

 

 ＣＴＲＬ  ： コントロール系統選択 

ＯＦＦ ＝ コントロールしない 

ＬＯＵＤ－１ ＝ ＬＯＵＤ－１系統のみ実行 

ＬＯＵＤ－２ ＝ ＬＯＵＤ－２系統のみ実行 

ＬＤ－１／２ ＝ ＬＯＵＤ－１／２の両系統実行 

 

 ＳＣＡＬＥ ： 番組（素材）尺設定 

設定範囲 ＝ ０～１２０ｍｉｎ （１ｍｉｎ／ステップ） 

 

 ＷＡＩＴ ： 制御開始時間設定 

設定範囲 ＝ ０～６０ｍｉｎ （１ｍｉｎ／ステップ） 

 

 ＴＡＬＫ LEV ： ＴＡＬＫモードでの制御実行レベル閾値設定 

設定範囲 ＝ －２５～－６０ＬＫＦＳ （１ＬＫＦＳ／ステップ） 

 

 ＴＡＲＧＥＴ ： ターゲットレベル設定 

設定範囲 ＝ －２０．０～－２８．０ＬＫＦＳ （０．１ＬＫＦＳステップ） 

 

 AUTO THLD ： ターゲットレベルの自動調整 

ON ＝ 計測値を加味しターゲットレベルを可変させ、目標値により近づけます。 

OFF ＝ ターゲットレベルを固定します。 

 

 ＬＤ-ＲＥＦ ： ターゲットリファレンス選択 

ＩＮＴＥＧ ＝ インテグレーテッドラウドネス値を基にコントロール 

ＲＩＮＧ ＝ リングバッファ計測値を基にコントロール 

 

 ＡＴＣＫ ： レベルダウン方向の応答時間設定 

設定範囲 ＝ ０．１～２５．０ｓ （０．１ｓ／ステップ） 
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 ＲＥＬ ： レベルアップ方向の応答時間設定 

設定範囲 ＝ ０．１～２５．０ｓ （０．１ｓ／ステップ） 

 

 ＴＲＩＭ ： 音声入力信号のレベル調整 

設定範囲 ＝ －２４～＋１２ｄＢ （１ｄＢ／ステップ） 

 

 ＣＴＲＬ ＵＰ／ＤＯＷＮ   ： レベル制御の最大／最小レベル設定 

ＭＡＸ ＝ ＯＦＦ、＋１～＋１２ｄＢ （１ｄＢ／ステップ） 

ＭＩＮ ＝ ＯＦＦ、－１～－２４ｄＢ （１ｄＢ／ステップ） 

 

 ＭＵＴＥ ＲＴ ： 無音時コントロール設定 （ＳＭＡＲＴ／ＣＩＮＥＭＡモード） 

ＯＦＦ ＝  無音時でもレベルコントロール維持します。 

ＯＮ ＝ －７０ＬＫＦＳ以下でレベルコントロールを０ｄＢに戻します。 

 

 ＴＰ ： トゥルーピーク抑制開始レベル設定 

設定範囲 ＝ ＯＦＦ、０．０～－６．０ｄＢＴＰ （０．１ｄＢＴＰ／ステップ） 

 

※選択中のモードでＸＸＸ表示の値は、そのモードでは設定・変更できません。 

 

⑦．  「ＵＴＩＬ／ＲＭＴ」 ： 動作系及びＲＥＭＯＴＥコネクタでのコマンド送信諸設定 

－－－ ＵＴＩＬＩＴＹ －－－ 

 ＧＰＩ ＲＥＳＥＴ ＴＩＭＥ ： ＧＰＩ入力のリセット

動作反応時間を

設定します。 

ＯＦＦ ＝ ＧＰＩリセット操作を

禁止 

ＥＤＧＥ ＝ 入力のエッジで動作 

０．５～２．０ｓ ＝ ０．５～２秒のタイマースイッチ動作 

 

 ＧＰＩ ＣＴＲＬ ＭＯＤＥ ： リモートボックスＬＳ－０４Ｃを接続した際の「ＬＯＵＤ ＣＴＲＬ」スイッチ

ＯＦＦ時の状態を設定します。 

５頁「ＧＰＩＯ入出力回路」ＧＰＩ－１２：ＣＴＬＲの接点ブレイク時の状態

設定になります。 

ＯＦＦ ＝ ラウドネスコントロールはＯＦＦ（ボタンは消灯） 

ＰＡＵＳＥ ＝ ラウドネスコントロールはＰＡＵＳＥ（ボタンは点滅） 

 

 ＴＲＵＥ－ＰＥＡＫ ＲＳＴ ： トゥルーピークの自動リセット時間を設定します。 

ＯＦＦ ＝ 自動リセットを行なわない 

１０～２５０ｓ ＝ 設定時間で自動リセットを行なう 

※ トゥルーピーク値が更新された場合は、そこから時間積算が行なわれます。 

 

 ＡＵＴＯ ＰＡＵＳＥ ＲＳＴ ： ラウドネス計測の一時停止状態が継続した場合、自動的にリセッ

トを行なうかの設定を行ないます。 

ＯＦＦ ＝ 自動リセットを行なわない 

１～６０ｍｉｎ ＝ 設定時間経過後、自動リセットを行なう 
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 ＤＩＳＰＬＡＹ ＯＦＦ ： 操作をしない状態が一定時間継続した場合、自動的にディスプレ

イ表示を消灯させる時間設定を行ないます。 

  自動消灯中は[ ＥＳＣ ]スイッチが点滅し、いずれかのスイッチを

操作することによりディスプレイ表示が復帰します。 

ＯＦＦ ＝ 自動消灯を行なわない 

１～１０ｍｉｎ ＝ 設定時間経過後、自動消灯を行なう（１ｍｉｎステップ） 

 

－－－ ＲＥＭＯＴＥ －－－ 

弊社ラウドネスロガーアプリ「ＰＣＬ－０２」、ラウドネス表示ユニット「ＬＤ－０１」、 

プロセスコントロールボックス「ＬＣＦ－０１」へのコマンド送信を行なうか否かの 

設定をします。 

※ これらの機器との接続を行なわない場合は、極力ＯＦＦ設定としてください。 

 

 ＰＣＬ－０２ ： ＰＣＬ－０２用コマンド送信設定 

ＯＦＦ ＝ コマンド送信しません。 

ＯＮ ＝ コマンド送信を行ないます。 

 

 ＬＤ－０１ ： ＬＤ－０１用コマンド送信設定 

ＯＦＦ ＝ コマンド送信しません。 

ＯＮ ＝ コマンド送信を行ないます。 

 

 

 ＬＣＦ－０１ ： ＬＣＦ－０１コマンド送信設定 

ＯＦＦ ＝ コマンド送信しません。 

ＯＮ ＝ コマンド送信を行ないます。 

 

 ＳＥＮＳＥ ： ＬＣＦ－０１のＳＥＮＳＥボリュームでコントロールする値を設定します。 

ＳＥＮＳＥ ＡＤＪ ＝ ラウドネスコントロール感度調整。 

ＡＴＣＫ ＴＩＭＥ ＝ レベルダウン方向の応答時間設定。 

ＲＥＬ  ＴＩＭＥ＝ レベルアップ方向の応答時間設定。 

ＡＴＣＫ/ＲＥＬ  ＝ アタック/リリース共通の応答時間設定。 

ＴＡＲＧＥＴ    ＝ ターゲットレベル設定。 

 

 ＦＡＤＥＲ ： ＬＣＦ－０１のフェーダーを最小に絞った時、フェーダー位置を絞り切り位置で保

持するか否かを設定します。 

ＮＯＲＭＡＬ ＝ 操作を行ないません。 

ＭＩＮ ＨＯＬＤ ＝ フェーダーを絞った時、ラウドネスコントロールをポーズ状態にしま

す。 フェーダーを－４０ｄＢ以上にした場合、ポーズ状態は解除され

ます。 

※ ＬＣＦ－０１のセンス設定がマニュアルの場合、上記処理は行なわれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 



FourBit          LC-88  Ver 2.1ｘ 

 

 

－21－                     株式会社フォービット 

⑧． 「ＳＹＳＴＥＭ」 ： 本体の基本動作設定 

 

 ＳＹＮＣ ＳＲＣ ： 同期信号を選択します。 

ＩＮＴ ＝ 内部同期 

ＩＮ１／２～ＩＮ７／８ ＝ 入力信号同期 

 

 ＬＯＧ ＲＥＳＥＴ ： ＬＯＧのリセット設定を行ないます。 

ＯＦＦ ＝ リセットしない 

ＲＥＳＥＴ ＳＷ ＝ 本体フロントパネルのＲＥＳＥＴ操作、または、ＧＰＩリセット操作にて

ログのリセットを行なう 

 

 ＬＯＧ ＵＳＢ ： 現在、未動作 

 

 ＳＥＴＵＰ ＬＯＣＫ ： 本機諸設定操作をＬＯＣＫ（禁止）します。 

ＯＮ ＝ 設定操作を禁止 

ＯＦＦ ＝ 設定操作を許可 

※ 「ＲＥＳＥＴ」スイッチを押しながら電源起動することにより解除します。 

 

 ＭＥＭＯＲＹ ＳＴＯＲＥ ： メモリ保存の許可／禁止設定します。 

ＥＮＡＢＬＥ ＝ メモリ保存を許可 

ＬＯＣＫ ＝ メモリ保存を禁止 

 

 ＰＯＷＥＲ ＯＮ ＲＣＬ ： 電源ＯＮ時のメモリ呼出し設定を行ないます。 

ＬＡＳＴ ＝ 電源ＯＦＦした時点の状態で起動 

ＭＥＭ１～ＭＥＭ８ ＝ 起動時に設定されたメモリ番号をリコール 

 

 ＩＮＩＴＩＡＬＩＺＥ ： 本機を工場出荷状態に戻します。 

 

 

 

 

※ 「ＲＥＳＥＴ」＋「ＥＳＣ」スイッチを押しながら電源起動することにより強制的に工場出荷状態

に戻すことも可能です。 
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⑨． 「ＬＯＵＤＮＥＳＳ ＭＡＴＲＩＸ」 ： ラウドネス計測の入力信号選択 

 

 ＢＵＳ １～８ （入力） ： ラウドネス計測する音声チャンネルを選択します。 

ＯＦＦ ＝ 選択しない 

ＩＮ－１～８ ＝ 入力チャンネルを選択 

ＤＭ－Ｌ／Ｒ ＝ 本機内部生成されたダ

ウンミックス信号を選択 

 

 ＢＵＳ １～８ （ＧＡＩＮ） ： ラウドネス計測時の各入力に対する利得（重み係数）を設定します。 

設定  ＝ ＭＵＴＥ、０．８～１．６ （０．０１ステップ） 

※ ⑩．「ＬＯＵＤＮＥＳＳ ＣＯＮＦＩＧ」 で ＭＯＤＥ： ＣＵＳＴＯＭ 設定の場合のみ      

変更が可能です。ＣＵＳＴＯＭ以外のラウドネス規格を選択した場合には、自動的

に数値が設定されます。 

 

 ＬＯＵＤ－１／２ ＡＵＤＩＯ ：音声モードを設定します。 

 ※ 設定された音声モードに従ってＢＵＳ １～８ の入力が自動設定されます。 

ＯＦＦ ＝ 選択しない（ＬＯＵＤ－２のみ設定可能） 

ＳＴ－１／２～７／８ ＝ ステレオモードのチャンネル選択 

ＭＯＮＯ－１～８ ＝ モノラルモードのチャンネル選択（ＢＵＳ１／２が同一チャンネ

ル選択されます） 

ＤＭＩＸ ＝ 本機内部生成されたダウンミックス信号を選択 

ＳＵＲＲ ＝ サラウンドモードの選択（ＢＵＳ１～６＝Ｌ／Ｒ／Ｃ／ＬＦＥ／Ｌｓ

／Ｒｓにて設定） 

 

 ＭＯＤＥ  ： ⑩．「ＬＯＵＤＮＥＳＳ ＣＯＮＦＩＧ」で設定されているラウドネス規格の 

 種類を表示します。 
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⑩． 「ＬＯＵＤＮＥＳＳ ＣＯＮＦＩＧ」 ： ラウドネス計測の規格選択／パラメータ設定 

 

 ＭＯＤＥ  ： ラウドネス計測の規格を設定します。 

設定 ＝ ＡＲＩＢ ＴＲ－Ｂ３２ 、ＩＴＵ－Ｒ １７７０－２ 、 ＥＢＵ－ＴＥＣＨ３３４１ 

    ＡＴＳＣ Ａ／８５ 、ＣＵＳＴＯＭ 

※ＣＵＳＴＯＭ設定時のみ任意のパラメータ設定が可能です。ＣＵＳＴＯＭ設定以外の 

 規格を選択した場合には、規格に沿ったパラメータが自動的に設定されます。 

 

 ＬＫＦＳ ＲＥＦ ： ０ ＬＵ位置のレベル設定を

行ないます。 

設定 ＝ －２４／－２３ＬＫＦＳ 

 

 ＴＲＵＥ ＰＥＡＫ ： トゥルーピークのオーバーレベルを設定します。 

設定 ＝ ０．０～－３．０ｄＢＴＰ （０．１ｄＢＴＰ／ステップ） 

 

 ＡＢＳ ＧＡＴＥ ： 絶対ゲーティングレベルを設定します。 

ＯＦＦ ＝ 絶対ゲーティング処理を行ないません 

－８０～－６０ ＝ 絶対ゲーティング値を設定します （５ＬＫＦＳ／ステップ） 

 

 ＲＥＬ ＧＡＴＥ ： 相対ゲーティングレベルを設定します。 

ＯＦＦ ＝ 絶対ゲーティング処理を行ないません 

－１２～－６ ＝ 絶対ゲーティング値を設定します （１ＬＵ／ステップ） 

 

 ＯＶＥＲＬＡＰ ： ４００ｍｓブロックのオーバーラップ設定をします。 

設定 ＝ ０％／５０％／７５％ 

 



FourBit          LC-88  Ver 2.1ｘ 

 

 

－24－                     株式会社フォービット 

⑪． 「ＬＯＵＤＮＥＳＳ ＳＴＡＲＴ」 ： ラウドネス計測スタートモード設定 

 

 ＳＴＡＲＴ ＭＯＤＥ ： ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰ動作モードを設定します。 

ＰＡＮＥＬ ＝ 本体フロントパネル操作 

ＧＰＩ  ／■ ＝ [ ＧＰＩＯ ]コネクタのＧＰＩ入力にて、ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰを行ないます。 

・ＧＰＩ－９ ： ＳＴＡＲＴをグランドと短絡する事によりＳＴＡＲＴし、オープ

ンでＳＴＯＰとなります。 

・ＧＰＩ－１０ ： ＰＡＵＳＥをグランドと短絡する事により、計測をＰＡＵＳＥ

（中断）します。 

・ＧＰＩ－１１ ： ＲＥＳＥＴを５－７． ＵＴＩＬＩＴＹ  の「ＧＰＩ ＲＥＳＥＴ」で設定

した時間グランドと短絡する事により、リセットします。 

 

 

 

 

 

 

 

ＧＰＩ  ／∥ ＝[ ＧＰＩＯ ]コネクタのＧＰＩ入力にて、ＳＴＡＲＴ／ＰＡＵＳＥを行ないます。 

・ＧＰＩ－９ ： ＳＴＡＲＴをグランドと短絡する事によりＳＴＡＲＴし、計測

開始後のオープンでＰＡＵＳＥとなります。 

・ＧＰＩ－１０ ： ＰＡＵＳＥをグランドと短絡する事により、計測をＰＡＵＳＥ

（中断）します。 

・ＧＰＩ－１１ ： ＲＥＳＥＴを５－７． ＵＴＩＬＩＴＹ  の「ＧＰＩ ＲＥＳＥＴ」で設定

した時間グランドと短絡する事により、リセットおよびＳＴ

ＯＰ（停止）します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＣ  ／■ ＝ タイムコードにてＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰ 

ＬＥＶＥＬ ＝入力信号を検知して自動ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰ 

ＯＳＣ  ／■ ＝ 計測素材前後にある発振器信号にて自動ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰ 

ＯＳＣ  ／∥ ＝ 計測素材前後にある発振器信号にて自動ＳＴＡＲＴ／ＰＡＵＳＥ 

ＯＶＥＲ ＷＲ ＝ タイムコードを利用した上書き編集モード動作 

※ 「７．ラウドネス計測スタートモード」にて、詳細な動作説明があります。 

 

 ＳＷ ＳＴＡＲＴ ： フロントパネル／ＧＰＩ操作割り込みの設定を行ないます。 

ＯＦＦ ＝ 割り込み操作を禁止 

ＰＡＮＥＬ ＝ 本体フロントパネルで

の割り込み操作を許可 

ＧＰＩ ＝ ＧＰＩ入力での割り込み

操作を許可 

ＰＮＬ／ＧＰＩ ＝ 本体フロントパネル／ＧＰＩ入力での割り込み操作を許可 

GPI-9： START

GPI-10： PAUSE

計測開始
中断

停止
再開

GPI-9： START

GPI-10： PAUSE

GPI-11： RESET

中断 再開
中断 再開 中断 停止計測開始
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※ 「ＯＶＥＲ ＷＲ」モードの場合、ＰＡＮＥＬ／ＧＰＩ入力にて計測動作の許可／禁止

を行ないます。 

 

 ＬＥＶＥＬ ＲＥＳＥＴ： レベルスタートモード、ＯＳＣスタート／ポーズモードで設定された時間以

上の無音入力の場合、自動リセットを行ないます。 

ＯＦＦ ＝ 検知を行ないません 

１～２５０ｓ ＝ 指定時間以上の無音が継続した場合、リセット処理を行ないます。 

 

 ＯＳＣ ＳＴＡＲＴ ＴＩＭＥ ： ＯＳＣスタート／ポーズモードで、ラウドネス計測開始する発振器

検知時間を設定します。 

０．４～１０ｓ ＝ 指定時間以上の発振器信号が入力した場合、計測をＳＴＡＲＴします。 

 

 ＯＳＣ ＳＴＯＰ ＴＩＭＥ ： ＯＳＣスタート／ポーズモードで、ラウドネス計測停止する発振器検

知時間を設定します。 

０．４～１０ｓ ＝ 指定時間以上の発振器信号が入力した場合、計測のＰＡＵＳＥ／ＳＴＯ

Ｐを行ないます。 

 

 ＴＣ ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰ ： タイムコードスタートモードでの、計測開始／終了時刻を設定しま

す。 

ＳＴＡＲＴ ＝ 計測開始時刻 

ＳＴＯＰ ＝ 計測終了時刻 

時刻設定で、「＊＊（ワイルドカード）」設定が可能です。 この部分の設定を無視して動作

を行ないます。 

例： 「＊＊ｈ＊＊ｍ００ｓ＊＊ｆ」の場合、時／分／フレームを無視し、００秒のみで反

応します。 

 

 ＴＣ ＯＶＥＲ ＷＲ ： オーバーライトモードでの計測開始時刻／時間枠を設定します。 

ＳＴＡＲＴ  ： 計測開始時刻 

ＷＩＮＤＯＷ ： 計測開始時刻からの時間枠 （最大４時間） 

⑫． 「ＬＯＵＤＮＥＳＳ ＵＴＩＬ」 ： ラウドネス計測での弊社独自動作設定 

 

 ＶＵ ＲＥＦ ＬＥＶ ：ＶＵメータの基準レベル設定

を行ないます。 

設定 ＝ －２０／－１８ｄＢＦｓ 

 

ＶＵ－ＤＲＶ Ｍ／Ｓ／Ｉ／Ｒ ： ＶＵメータドライブ出力で、ＶＵメータスケール＋３ＶＵ位置で振れる  

     レベルを設定します。（0VU 以下のスケールは規定値のまま） 

＋１  ＝ 外部ＶＵメータの＋３ＶＵ位置で、「＋１ ＬＵ」の値になります。 

＋３  ＝ 外部ＶＵメータの＋３ＶＵ位置で、「＋３ ＬＵ」の値になります。 

＋９  ＝ 外部ＶＵメータの＋３ＶＵ位置で、「＋９ ＬＵ」の値になります。 

 

 

≪ＶＵスケール設定例≫ 
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 ＲＩＮＧ ＷＩＮＤＯＷ ： リングバッファ計測の時間枠を設定します。 

設定 ＝ １～１２０分 （１分／ステップ） 

 

※リングバッファ計測とは 

設定した時間幅のデータでインテグレーテッドラウドネス計測を行います。 

「60 分」と設定した場合は、常に直近 60 分間のデータを基にインテグレーテッド 

ラウドネスを計測し続けるモードです。 

 

 

 ＲＩＮＧ ＭＯＤＥ ： リングバッファ計測動作設定を行ないます。 

ＦＲＥＥ ＲＵＮ ＝ 電源起動中、常に計測を行なう 

ＬＩＮＫ ＝ インテグレーテッドラウドネス計測とリンクして動作 

 

 ＤＩＳＰＬＡＹ ： 本機表示器でのラウドネス計測表示データを選択します。  

ＩＮＴＥＧ ＝ インテグレーテッドラウドネス値を表示 

ＲＩＮＧ ＝ リングバッファ計測値を表示 

※「ＯＶＥＲ ＷＲ」モード選択時には、オーバーライトモード表示が優先されます。 

 

 

 

 

 

 
 

 

インテグレーテッド表示 リングバッファ表示 オーバーライトモード表示 
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７． ラウドネス計測 スタートモード 

①． 「ＰＡＮＥＬ」モード 

本体フロントパネルの「ＳＴＡＲＴ」／「ＲＥＳＥＴ」スイッチでの計測制御を行なう。 

「ＳＴＡＲＴ」スイッチ ： 計測停止状態でＯＮすることにより、ラウドネス計測が開始する。 

計測中にＯＮすることにより、一時停止（ＬＥＤ点滅）する。 

「ＲＥＳＥＴ」スイッチ ： ２秒間の長押しで、リセットとなる。 

 

 

②． 「ＧＰＩ ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰ」モード 

外部ＧＰＩ入力のＳＴＡＲＴ接点入力にて、計測のＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰを行なう。 

ＳＴＡＲＴ接点がＯＮ（メイク）でＳＴＡＲＴ状態、ＯＦＦ（ブレイク）でＳＴＯＰ状態となる。 

ＳＴＯＰ後のＳＴＡＲＴ入力では、新たな計測が行なわれる。 

一時停止操作は、外部ＧＰＩ入力のＰＡＵＳＥ接点入力にて行なう（優先動作）。 

 

 

③． 「ＧＰＩ ＳＴＡＲＴ／ＰＡＵＳＥ」モード 

外部ＧＰＩ入力のＳＴＡＲＴ接点入力にて、計測のＳＴＡＲＴ／ＰＡＵＳＥを行なう。 

ＳＴＡＲＴ接点がＯＮ（メイク）でＳＴＡＲＴ状態、ＯＦＦ（ブレイク）でＰＡＵＳＥ状態となる。 

ＳＴＯＰ操作が行なわれないので、新たな計測を行なう場合は、ＲＥＳＥＴ操作を行なうこと。 

ＰＡＵＳＥ接点入力は有効です（優先動作）。 

 

 

④． 「ＴＣ ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰ」モード 

タイムコード入力された時間情報を基に、ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰを行ないます。 

ラウドネス計測開始は、設定されたＳＴＡＲＴ時刻以降のタイムコード認識にて行なわれます。 

ラウドネス計測停止は、設定されたＳＴＯＰ時刻通過にて行なわれます。 

ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰ時刻設定は、ワイルドカード設定が可能で、時／分を無視し、秒時刻のみでの

動作を行なうことが可能です。 

例： 「ＳＴＡＲＴ＝＊＊ｈ＊＊ｍ００ｓ＊＊ｆ」、「ＳＴＯＰ＝＊＊ｈ＊＊ｍ１５ｓ＊＊ｆ」の場合、０秒

でスタートし、１５秒でストップします。 

 

注意： ＳＴＡＲＴ－ＳＴＯＰの範囲内での、タイムコード時刻が入力された場合はスタートします。 

ＳＴＡＲＴ－ＳＴＯＰの範囲内で、タイムコードが停止しても計測は続行されます。 

 

 

START STOP START START 

計測 一時停止 計測再開 
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⑤． 「ＬＥＶＥＬ」モード 

入力信号レベルが絶対ゲーティング値を超えたのを検知し、スタートをします。 

「ＬＥＶＥＬ ＲＥＳＥＴ」で設定された時間以上の無音期間で自動的に停止（リセット）します。 

  

※ 補足 ： ＬＥＶＥＬモードに設定した状態で、音声を入力したままモード変更を行なう場合

は、「ＲＥＳＥＴ」スイッチを押しながら、ＭＥＮＵ選択し、モード変更を行なってくださ

い。 

 

 

⑥． 「ＯＳＣ ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰ」モード 

計測素材の前後に発振器信号が付加されている素材で、発振器信号を基に、ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰ

を自動的に行ないます。  

ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰで検知する発振器持続時間は、ＭＥＮＵ 「ＬＯＵＤＮＥＳＳ ＳＴＡＲＴ」にて設定

します（０．４～１０秒）。 「ＬＥＶＥＬ ＲＥＳＥＴ」で設定された時間以上の無音期間で自動的に停

止（リセット）します。 

 

注意： 測定素材と発振器信号の間には、約０．３秒以上の無音部分が必要です。 

 

 

 

⑦． 「ＯＳＣ ＳＴＡＲＴ／ＰＡＵＳＥ」モード 

計測素材の前後に発振器信号が付加されている素材で、発振器信号を基に、ＳＴＡＲＴ／ＰＡＵ

ＳＥを自動的に行ないます。 新たな計測を行なう前には、「ＲＥＳＥＴ」操作が必要です。 

 

 

注意： 測定素材と発振器信号の間には、約０．３秒以上の無音部分が必要です。 

 

計測範囲 

無音 

START STOP 

計測範囲 

無音 

START STOP 

無音 

計測範囲 
START 

PAUSE 

PAUSE START 

一時停止 
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⑧． 「ＯＶＥＲ ＷＲ」モード 

タイムコードをベースに指定された時間枠内でのラウドネス計測を行ないます。 

入力されたタイムコード情報にて、自動的にラウドネス計測がＳＴＡＲＴ／ＰＡＵＳＥが行なわれ、

音声再生が停止した時点（タイムコード停止）で、ラウドネス値は常に更新されます。 

 

同じタイムコード時刻部分を複数回再生した場合は、最新の再生音での計測値が有効となりま

す。 

新たな計測を行なう前には、「ＲＥＳＥＴ」操作が必要です。 

 

ＭＥＮＵ 「ＬＯＵＤＮＥＳＳ ＣＯＮＦＩＧ」の「ＳＷ ＳＴＡＲＴ：」設定をＯＦＦ設定した場合、タイムコード

入力にて自動的にＳＴＡＲＴ／ＰＡＵＳＥ動作を行ないます。 ＯＦＦ以外の場合は、指定されたＰＡ

ＮＥＬ／ＧＰＩにて、一旦、ＳＴＡＲＴ操作を行ない、ＰＡＵＳＥ状態に移行させてから、タイムコード入

力での自動ＳＴＡＲＴ／ＰＡＵＳＥ動作が開始されます。 再度ＰＡＮＥＬ／ＧＰＩでのＳＴＡＲＴ（ＰＡＵＳ

Ｅ）操作にて、計測停止保持（ＴＣ入力での計測禁止）になります。 

 

ラウドネスコントロールでのレベル制御値についても、タイムコード時刻とリンクし、計測動作を行

ないます。 

 

 

重要 ： 入力タイムコードと音声は同期している必要があります。 
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８． 設定メモリ リスト 

MENU 項目 
MEM-1～8 

保存対象 

PTN-1～8 

保存対象 

ラウドネス 

計測中に 

変更可能 
初期設定 

IN/TC/SDI 入力信号選択 ○ × × SDI 

IN/TC/SDI タイムコード選択 ○ × × SDI LTC 

IN/TC/SDI タイムコードレート選択 ○ × × 29.97DF 

IN/TC/SDI TC 連続性確認 ○ × × 5frm 

IN/TC/SDI SDI 同期選択 ○ × × EMB 1-4 

IN/TC/SDI SDI 入力 オーディオグループ選択 ○ × × GRP-1/2 

IN/TC/SDI SDI 出力 オーディオグループ選択 ○ × × GRP-1/2 

DOWNMIX DOWNMIX 係数設定 × × × 0.0/-3.0/-6.0/MUTE 

DOWNMIX DOWNMIX バスアサイン × × × 1/2/3/4/5/6ｃｈ 

OUTPUT CONTROL OUTPUT ○ × ○ BUS 1-8ch 

OUTPUT MATRIX OUTPUT ○ × ○ IN 1-8ch 

LOUD CTRL 動作モード × ○ ○ SMART 

LOUD CTRL コントロール系統 × ○ ○ LD-1/2 

LOUD CTRL ターゲットレベル × ○ ○ -24.0LKFS 

LOUD CTRL 番組（素材）尺 × ○ ○ 30min 

LOUD CTRL 制御開始時間 × ○ ○ 0min 

LOUD CTRL ターゲットリファレンス × ○ ○ INTEG 

LOUD CTRL 制御開始時のレベル × ○ ○ 0.0dB 

LOUD CTRL レベル制御 上限/下限レベル × ○ ○ MAX:OFF, MIN:-6dB 

LOUD CTRL レベル制御応答時間 × ○ ○ ATCK:5s, REL:10s 

LOUD CTRL ターゲット自動調整 × ○ ○ ＯＮ 

LOUD CTRL TALK モード制御スレッシュホールド × ○ ○ -40LKFS 

LOUD CTRL 無音時コントロール解除 × ○ ○ OFF 

LOUD CTRL トゥルーピーク制御レベル × ○ ○ -3.0dBTP 

UTIL/RMT GPI リセット時間 × × ○ 1.0s 

UTIL/RMT トゥルーピーク リセット時間 × × ○ OFF 

UTIL/RMT AUTO PAUSE リセット時間 T × × ○ OFF 

UTIL/RMT PCL-02 SEND × × ○ OFF 

UTIL/RMT LD-01 SEND × × ○ ON 

UTIL/RMT LCF-01 コントロール × × ○ ON 

UTIL/RMT LCF-01 SENS 制御 ○ × ○ SENSE ＡＤＪ 

SYSTEM マスタークロック選択 × × × IN1/2 

SYSTEM ログ リセット × × × OFF 

SYSTEM SETUP ロック × × × OFF 

SYSTEM メモリ書き込み ロック × × × OFF 

SYSTEM 電源 ON メモリーリコール × × × LAST 
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MENU 項目 
MEM-1～8 

保存対象 

PTN-1～8 

保存対象 

ラウドネス 

計測中に 

変更可能 

初期設定 

LOUDNESS MATRIX ラウドネス バス マトリクス ○ × × LD-1:IN-1, LD-2:OFF 

LOUDNESS MATRIX ラウドネス バス ゲイン ○ × × ARIB TR-B32 

LOUDNESS MATRIX オーディオ モード ○ × × LD-1:ST-1/2, LD-2:OFF 

LOUDNESS CONFIG 計測ラウドネス規格選択 ○ × × ARIB TR-B32 

LOUDNESS CONFIG ターゲット レベル ○ × × -24LKFS 

LOUDNESS CONFIG トゥルーピーク レベル ○ × × -1.0dBTP 

LOUDNESS CONFIG 絶対ゲーティングレベル ○ × × -70LKFS 

LOUDNESS CONFIG 相対ゲーティングレベル ○ × × -10LU 

LOUDNESS CONFIG オーバーラップ量 ○ × × 75% 

LOUDNESS START 計測スタートモード ○ × ○ PANEL 

LOUDNESS START PANEL/GPI 割り込み操作 ○ × ○ OFF 

LOUDNESS START レベル リセット時間 ○ × ○ 5s 

LOUDNESS START OSC スタート時間 ○ × ○ 2.0s 

LOUDNESS START OSC ストップ時間 ○ × ○ 0.6s 

LOUDNESS START TC スタート時間 ○ × × 10h 00m 00s 00f 

LOUDNESS START TC ストップ時間 ○ × × 12h 00m 00s 00f 

LOUDNESS START TC OVER WR スタート時間 ○ × × 10h 00m 00s 00f 

LOUDNESS START TC OVER WR 番組尺 ○ × × 2h 00m 00s 

LOUDNESS UTIL VU リファレンスレベル ○ × ○ -20dBFS 

LOUDNESS UTIL VU-DRV スケール M/S/I/R ○ × ○ +9/+3/+3/+3LU 

LOUDNESS UTIL リングバッファ時間 ○ × × 60min 

LOUDNESS UTIL リングバッファ動作モード ○ × × LINK 

LOUDNESS UTIL ラウドネス値表示 ○ × × INTEG 
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９． 系統図 
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１０．  外形寸法図 

 

 

※ 仕様および外観は改善のため予告なく変更することがあります。 

 


